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［情報名］アスパラガスにおけるハダニ類の発生種および薬剤感受性の解明 

［要約］佐賀県内のアスパラガス圃場で採取したハダニ類はカンザワハダニであり、登録薬

剤 3種に対する感受性は比較的高い。 
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［背景・ねらい］ 

近年、アスパラガスでハダニ類が多発傾向にあり、その一因として、薬剤抵抗性の発達し

やすいナミハダニの発生が憂慮されている。そこで、形態識別と PCR-RFLP 法を組み合わせた

種判別法により、県内で問題となっている発生種および各種薬剤の有効性を明らかにする。 

 

［成果の内容］ 

１．ハダニ類雌成虫の形態識別および PCR-RFLP法を組み合わせた種判別の結果、県内の施設

アスパラガス栽培 7 圃場の発生種は全てカンザワハダニであり、薬剤抵抗性の発達事例の

多いナミハダニ（黄緑型・赤色型）は認められなかった（図 1、表 1）。 

 

２．アスパラガス栽培 7 圃場から採取した各個体群に対する主要殺ダニ剤の感受性は、コロ

マイト乳剤およびコテツフロアブルで高く維持されているものの、一部でダニサラバフロ

アブル対する感受性が低い個体群が認められる（表 2）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．発生種および薬剤感受性については継続的なモニタリングを行い、今後の発生動向に留

意する必要がある。 

 

２．PCR-RFLPのプロトコルについては、ハダニ雌成虫から Chelex法（三浦ら 2011）により

抽出した鋳型 DNAから rDNAの ITS領域を PCR増幅し（Osakabe et al.,2008）、約 1.2kbp

の PCR産物を制限酵素 Rsa Iまたは Hinf I（株式会社ニッポンジーン）を用いて 37℃で 12

時間処理後、3%アガロースゲル電気泳動により有本ら（2014）の断片長多型を検出した。 

 

３．判別表の例として、①A圃場の個体群は、RsaIのバンドパターンが B、HinfIのバンドパ

ターンが C であることから、カンザワハダニと識別できる（具体的なデータでは示してい

ないが、雌成虫体色は暗赤色であった）。 

 

４．薬剤感受性については、インゲン初生葉を用いた卵浸漬法により、殺卵および殺幼虫数

から死虫率を算出した。 

 



 

［具体的なデータ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 雌成虫体色および制限酵素断片長パターンに基づくハダニ類の判別表  

 

表２ アスパラガスのカンザワハダニに対する薬剤感受性（2018 年）  
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1,000倍 3,000倍 2,000倍 6,000倍 1,000倍 3,000倍

1 A 100 100 100 89.6 48.7 31.3

2 B 100 100 89.7 80.2 100 100

3 C 100 100 100 100 100 100

4 D 100 100 100 100 100 100

5 E 100 100 100 99.0 100 100

6 F 100 100 100 100 100 100

7 G 100 100 100 99.2 100 100
a)補正死虫率＝（水浸漬区の生存率ー薬剤浸漬区の生存率）/水浸漬区の生存率×100
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図１ 供試個体の PCR-RFLP バンドパターン（Rsa  I および Hinf  I） 

注１）M；100bp ラダーマーカー、①；A 圃場、②；B 圃場、③；C 圃場、④；D 圃場、⑤；E 圃場、⑥；F 圃場、⑦；G 圃場、

⑧；ナミハダニ黄緑型（佐賀市内イチゴ圃場由来）、B および C；表１で定義したバンドパターンを示す。  

注２）PCR および制限酵素処理に用いた反応液の影響により、一部バンドがラダーマーカーのサイズと合致していない。  


